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け
で
な
く
、
フ
ォ
ー
ク
、
ナ
イ
フ
、
食
器
等
の
テ
ー
ブ
ル
ウ

エ
ア
、
布
地
の
意
匠
デ
ザ
イ
ン
に
至
る
ま
で
、
生
活
に
関
わ

る
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
手
が
け
た
。
上
質
な
イ
ン
テ
リ
ア
は
イ

ン
ド
ア
の
生
活
を
快
適
に
変
え
た
。

（
3
）シ
ン
プ
ル
で
長
く
使
え
る
プ
ロ
ダ
ク
ト

　
北
欧
の
土
地
に
は
森
林
資
源
が
豊
富
に
あ
っ
た
。当
初
、近

代
化
に
と
も
な
い
建
築
家
た
ち
は
海
外
か
ら
材
料
を
輸
入
し

て
モ
ダ
ン
な
設
計
を
試
み
て
い
た
が
、
戦
争
で
輸
入
が
困
難

に
な
っ
た
。
改
め
て
自
国
の
森
林
の
有
効
利
用
に
目
を
向
け
、

ア
ー
ル
ト
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
樺か

ば

材
を
、
ヤ
コ
ブ
セ
ン
は
デ

ン
マ
ー
ク
の
ブ
ナ
材
を
用
い
て
椅
子
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と

を
考
え
た
。
そ
れ
は
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
巻
し
た
、
バ

ウ
ハ
ウ
ス
の
パ
イ
プ
椅
子
の
デ
ザ
イ
ン
と
は
一
線
を
画
し
て

い
た
。
鉄
よ
り
も
木
、
機
械
化
よ
り
も
手
工
芸
を
重
視
し
た

も
の
づ
く
り
は
、
耐
久
性
と
デ
ザ
イ
ン
性
を
ほ
こ
り
、
現
在

も
世
界
中
で
愛
さ
れ
て
い
る
。

ネ
・
ヤ
コ
ブ
セ
ン
が
生
を
受
け
た
。
3
人
の
建
築
家
は
頻
繁

に
交
流
し
、
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
い
な
が
ら
北
欧
モ
ダ

ン
デ
ザ
イ
ン
を
牽
引
し
た
。
距
離
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中

心
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
世
界
の
近
代
化
に
対
し
て
北
欧

独
自
の
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
発
展
し
た
。

（
1
）北
欧
の
自
然
・
風
土
に
根
ざ
し
た
建
築

　
北
欧
の
自
然
は
厳
し
く
、
環
境
と
人
間
が
ど
の
よ
う
に
対

峙
す
る
か
が
問
わ
れ
る
。
ア
ス
プ
ル
ン
ド
は「
森
の
火
葬
場
」

「
森
の
礼
拝
堂
」の
設
計
に
お
い
て
、ロ
ッ
ジ
ア
を
設
け
て
自

然
と
建
築
の
融
合
を
図
っ
た
。
半
屋
外
の
空
間
は
、
日
本
の

軒
下
の
領
域
と
同
じ
く
自
然
環
境
と
建
物
の
間
に
中
間
領
域

を
つ
く
り
出
し
た
。

（
2
）北
欧
の
生
活
の
中
心
と
な
る
イ
ン
テ
リ
ア

　
北
欧
の
国
々
の
緯
度
は
高
く
、
冬
場
の
日
照
時
間
は
短
い
。

室
内
で
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
灯
し
、
長
時
間
を
過
ご
す
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
。
ア
ー
ル
ト
は
「
建
築
の
本
質
は
内
部
に

あ
る
」＊

1

と
い
い
、
妻
ア
イ
ノ
と
イ
ン
テ
リ
ア
の
設
計
に
力

を
注
ぎ
、
家
具
の
ア
ル
テ
ッ
ク
社
を
立
ち
上
げ
た
。
ヤ
コ
ブ

セ
ン
も
同
様
に
イ
ン
テ
リ
ア
に
注
力
し
た
。
家
具
や
照
明
だ

　
一
般
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
含
む
５
カ
国
を

北
欧
と
呼
ぶ
が
、
本
書
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
3
カ
国
を
扱
う
。
近
代
建
築
の
黎

明
期
、
偉
大
な
建
築
家
が
誕
生
し
た
。
1
8
8
5
年
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
グ
ン
ナ
ー
ル
・
ア
ス
プ
ル
ン
ド
、
そ
の
13
年

後
の
1
8
9
8
年
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
ア
ル
ヴ
ァ
・
ア
ー
ル

ト
、
さ
ら
に
4
年
後
の
1
9
0
2
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
ア
ル

＊
1

　

 「
建
築

│
そ
の
真
の
姿
は
、人
が
そ
の
中
に
立
っ
た
と
き
に
は
じ
め
て
、理
解
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
」（
武
藤
章『
ア
ル
ヴ
ァ
・
ア
ア
ル
ト
』S
D
選
書
、
鹿
島
出
版
会
よ
り
） 

デンマーク

スウェーデン

フィンランド

コペンハーゲン

ストックホルム

ヘルシンキ

フィンランド共和国
［公用語］フィンランド語、
スウェーデン語
［首都］ヘルシンキ
［面積］338,420km2

［森林面積率］65.47%

［人口］5,385,000人
［人口密度］16人/km2

［独立］1917年

スウェーデン王国
［公用語］スウェーデン語
［首都］ストックホルム
［面積］450,300km2

［森林面積率］62.63%

［人口］9,441,000人
［人口密度］21人/km2

［独立］1523年

デンマーク
［公用語］デンマーク語
［首都］コペンハーゲン
［面積］43,090km2

［森林面積率］12.67%

［人口］5,973,000人
［人口密度］129人/km2

［独立］8世紀

アルヴァ・アールト

1898―1976年（78歳没）
フィンランド・クオルタネ生まれ。
家庭ではスウェーデン語、学校ではフィンラ
ンド語を話して育つ。多言語を学ぶセンス
に恵まれ、明るい性格で社交性に富み、20
代の終わりからアスプルンドと友情を結ぶ。
35歳のときに英語を学び始める。同年、北
欧の機能主義を体現する「パイミオのサナト
リウム」で一躍有名になった。曲線を描く木
製家具やガラス製品のデザインで海外でも
高い評価を得る。42歳でMIT教授としてアメ
リカに進出するが、妻の死を機に帰国、再婚。
有機的な作風が強まり、教会、大学、図書館、
ホール等の公共建築を晩年まで手掛けた。酒
に強く、女性に優しく、金銭に無頓着な国民
的英雄。マルッカ紙幣に肖像が描かれた。

グンナール・アスプルンド

1885―1940年（55歳没）
スウェーデン・ストックホルム生まれ。
多様な建築様式を実践した北欧建築の先駆
者で、アールトとヤコブセンに多大な影響を
与えた。従来の教育には飽き足らず、25歳
でレヴェレンツら友人とクララスクールを
創設。35歳で息子を亡くした折りに「森の教
会」で北欧中世の民族性と西洋の古典主義を
融合。43歳で古典主義の傑作「ストックホル
ム市立図書館」、45歳で機能主義の先駆けと
なる「ストックホルム博覧会」を設計。55歳
の遺作「森の火葬場」では古代神殿と近代建
築を融合した。締切りの数日前には作品を完
成させる勤勉さと、学生の師たる高潔さ、作
品のディティールに宿る繊細さが持ち味で
ある。

アルネ・ヤコブセン

1902―1971年（69歳没）
デンマーク・コペンハーゲン生まれ。
遊び心と行動力から小学校の授業を邪魔し
たり抜け出したりする子供だった。転校先で
ラッセン兄弟と出会い、建築家を目指す。23
歳でデザインした椅子がパリ万博で金賞を
受賞。27歳でラッセンの弟と共作した「未来
の家」で一躍ブレイクした。そこで予見した
機能的で新しいライフスタイルを、住宅、家
具、プロダクトを通じ実現した。酒は飲まず、
人とも付き合わず、所員に横暴だと言われて
も猛烈な仕事量をこなした。庭いじりと甘い
ものと絵を描くことを好んだ。ユダヤ系のた
め一時期スウェーデンに亡命したが、終戦後
はデンマークに戻りモダニズムを牽引した。
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古
典
主
義
へ
の
回
帰

ア
ル
ヴ
ァ
・
ア
ー
ル
ト
誕
生

1910 1905

1913 1910 1885
絵
が
上
手
な
少
年

先
生
や
親
の
ア
ド
バ
イ
ス
で

芸
術
家
の
道
を
あ
き
ら
め

建
築
家
を
目
指
す

ア
ー
ル
ト
は
豊
か
な
絵
の
才
能
を

持
っ
て
い
た
の
で
画
家
に
な
る

こ
と
も
考
え
て
い
た
が
、

社
会
に
貢
献
す
る
父
の

仕
事
ぶ
り
を
見
習
い

建
築
家
を
目
指
す

ビ
ク
ト
リ
ア
朝
の
家
に
生
ま
れ
る

刺
繍
、
陶
製
の
犬
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
が
、

あ
る
日
、
自
室
を
真
っ
白
に
塗
っ
て
父
を
驚
か
せ
た

美
術
教
師
が
絵
の
具
箱
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
る
程
、

絵
が
上
手
だ
っ
た

し
か
し
、
転
校
先
で
出
会
っ
た
ラ
ッ
セ
ン
兄
弟
と

父
の
勧
め
で「
絵
の
才
能
が
使
え
る
か
ら
」

建
築
家
を
目
指
す

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
旅
行

ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
旅
行

グ
ン
ナ
ー
ル
・
ア
ス
プ
ル
ン
ド
誕
生

1910 1908 1906 1898
学
校
で
フ
ラ
ン
ス
語
と
ド
イ
ツ
語
は
落
第
す
る
が
、

ロ
シ
ア
語
は
追
試
で
乗
り
切
る

初
等
中
学
校
に
入
学

母
逝
去

　

母
の
姉
フ
ロ
ー
ラ
が
後
妻
に

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ク
オ
ル
タ
ネ
生
ま
れ

デ
ン
マ
ー
ク
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
生
ま
れ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
生
ま
れ

1902

ア
ル
ネ
・
ヤ
コ
ブ
セ
ン
誕
生

18861910-30

ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー

フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー

ユ
ー
ゲ
ン
ト

シ
ュ
テ
ィ
ー
ル

ド
リ
ス
調

（
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

建
築
様
式
）は

控
え
め
に
な
る

010

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
庁
舎
を
見
学

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
庁
舎
を
見
学

中
世
的
民
族
的
ロ
マ
ン
主
義

19201925 1915

1923 1918 1914
「
ス
カ
ン
デ
ィ
ア
・
シ
ネ
マ
」に
て

ア
ス
プ
ル
ン
ド
と
ア
ー
ル
ト
、
初
め
て
語
ら
う

イ
ェ
ル
ダ
と
結
婚

「
森
の
礼
拝
堂
」

レ
ヴ
ェ
レ
ン
ツ
と
共
同
で

「
森
の
墓
地
」の
コ
ン
ペ
に
応
募
し
、
一
等
に
な
る

1923 1921

1918 1916

ユ
バ
ス
キ
ュ
ラ
に
事
務
所
開
設

工
科
大
学
卒
業

卒
業
設
計
は「
ヘ
ル
シ
ン
キ
博
覧
会
」

戦
争
で
兵
役

ヘ
ル
シ
ン
キ
の
工
学
大
学
建
築
学
科
に
入
学

リ
ン
ド
グ
レ
ン
や
サ
ー
リ
ネ
ン
に

古
典
主
義
と
イ
タ
リ
ア
建
築
を
学
ぶ

1921 1920

ア
メ
リ
カ
に
憧
れ
て
N
Y
航
路
の
船
に
就
職

高
層
ビ
ル
の
写
真
を
た
く
さ
ん
を
撮
る

船
酔
い
の
た
め
客
船
係
の
仕
事
を
断
念

学
校
教
育
で
は
新
古
典
主
義
よ
り

ド
イ
ツ
の
ビ
ー
ダ
ー
マ
イ
ヤ
ー
調
を
重
視

職
業
訓
練
校
と
並
行
し
て
、

レ
ン
ガ
職
人
に
弟
子
入
り

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
で
石
工
の
仕
事
の
際
に

ド
イ
ツ
語
を
習
得
し
た

カ
イ
・
フ
ィ
ス
カ
ー
が
学
生
一
行
を
連
れ
て

ア
ス
プ
ル
ン
ド
を
訪
ね
る

夕
食
後
の
即
席
コ
ン
ペ
で

ヤ
コ
ブ
セ
ン
が
一
番
に
選
ば
れ
た

1925
ア
イ
ノ
と
結
婚

「
労
働
者
会
館
」

1925 1924
パ
リ
装
飾
博
覧
会
ア
ー
ル
デ
コ
展
に

椅
子
を
出
品
。
銀
賞
を
受
賞

王
立
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学

1923 1919 19141920

エ
ス
ト
ベ
リ
の

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

市
庁
舎
が
完
成

バ
ウ
ハ
ウ
ス

エ
リ
エ
ー
ル
・
サ
ー
リ
ネ
ン

ヘ
ル
シ
ン
キ
駅
を
設
計

ア
ー
ル
ト
、
サ
ー
リ
ネ
ン
と

パ
ー
テ
ィ
で
出
会
う

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ

「
エ
ス
プ
リ
・
ヌ
ー
ボ
ー
」創
刊

新古典主義＝古典の再現＋北欧の伝統

私はこの映画館を
建てながら、秋の夜と
木の黄葉のことを
考えていました

アスプルンドの
事務所に入ろうと思って、
ストックホルムに行ったけど、
所員の空きがないからと、

断られたよ

僕やフィスカー先生の
設計案より、アルネ君、
君の案がベストだね

素晴らしい！インディゴ色の
丸い天井に輝く照明のきらめきが、
まるでイタリアの夜みたいです
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森
の
墓
地
﹇1940

﹈

　
1
9
1
4
年
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
は
人
口
増
加
に
よ
り

墓
地
の
拡
充
が
必
要
と
な
っ
た
。
既
存
の
墓
地
と
隣
接
す
る

75
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
を
対
象
に
国
際
設
計
コ
ン
ペ
が
行
わ

れ
、
ア
ス
プ
ル
ン
ド
と
シ
ー
グ
ル
ド
・
レ
ヴ
ェ
レ
ン
ツ
の
共

同
設
計
案
が
1
等
に
選
ば
れ
た
。
以
来
、
2
人
は
そ
の
生
涯

を
か
け
て
森
の
墓
地
と
向
き
合
っ
た
。
1
9
2
0
年
、「
森

の
礼
拝
堂
」
を
建
て
た
年
に
ア
ス
プ
ル
ン
ド
は
息
子
ウ
ッ
レ

を
亡
く
し
、1
9
4
0
年
に「
森
の
火
葬
場
」が
完
成
し
た
後
、

急
逝
す
る
。
レ
ヴ
ェ
レ
ン
ツ
は
1
9
3
5
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
降
り
て
い
た
が
呼
び
戻
さ
れ
、
自
身
が
人
生
に
幕
を

降
ろ
す
1
9
7
5
年
ま
で
、
残
り
の
墓
地
の
設
計
を
手
掛
け

た
。
1
9
9
4
年
、
森
の
墓
地
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。

　
礼
拝
堂
と
火
葬
場
に
向
か
う
道
の
傍
に
立
つ
巨
大
な
十
字

架
は
、
コ
ン
ペ
応
募
時
の
提
案
に
す
で
に
現
れ
て
い
た
も
の

で
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
ア
イ
コ
ン
と
し
て
荘
厳
な
印
象
を

刻
む
。
一
方
、
ア
ス
プ
ル
ン
ド
の
設
計
に
は
細
部
ま
で
細
や

か
な
配
慮
と
死
生
観
が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
優
し
さ
が
感
じ

ら
れ
る
。
こ
の
墓
地
を
訪
ね
る
誰
も
が
、
生
死
に
対
峙
す
る

人
間
と
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
森
の
豊
か
さ
を
実
感
す
る

だ
ろ
う
。
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セ
イ
ナ
ッ
ツ
ァ
ロ
の
役
場
﹇1952

﹈

　
1
9
5
2
年
に
完
成
し
た
こ
の
建
物
は
、
セ
イ
ナ
ッ
ツ
ア

ロ
島
の
真
珠
と
の
呼
び
声
が
高
い
。
自
治
体
が
開
催
し
た
招

待
コ
ン
ペ
で
ア
ー
ル
ト
が
勝
っ
た
の
は
、
地
形
に
対
す
る
建

物
の
配
置
、
素
材
の
使
い
方
、
空
間
の
構
成
と
コ
ス
ト
の
点

で
優
れ
た
解
答
を
示
し
た
か
ら
だ
っ
た
。
ま
た
、
高
さ
17
m

の
高
層
部
に
議
場
を
設
置
し
て
議
会
の
尊
厳
と
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
性
を
表
現
し
た
こ
と
も
高
評
価
に
つ
な
が
っ
た
。「
な
ぜ

17
m
も
の
高
さ
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
質

問
に
対
し
、
ア
ー
ル
ト
は
「
イ
タ
リ
ア
の
シ
エ
ナ
の
建
物
は

16
m
だ
っ
た
か
ら
」
と
答
え
た
。
イ
タ
リ
ア
好
き
の
ア
ー
ル

ト
は
、
あ
く
ま
で
も
セ
イ
ナ
ッ
ツ
ア
ロ
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
理

想
都
市
を
実
現
し
よ
う
と
考
え
た
。
初
期
の
ス
ケ
ッ
チ
で
は

大
き
な
階
段
の
あ
る
山
岳
都
市
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　
赤
く
ご
つ
ご
つ
し
た
レ
ン
ガ
の
壁
は
、
通
常
な
ら
検
査
で

は
ね
ら
れ
る
不
揃
い
な
も
の
を
、
あ
え
て
積
み
重
ね
た
結
果

で
き
た
も
の
だ
。
フ
ラ
ク
タ
ル
と
は
細
部
の
質
感
が
全
体
の

質
感
と
相
似
で
あ
る
こ
と
を
指
す
が
、
ア
ー
ル
ト
は
レ
ン
ガ

の
使
用
に
よ
っ
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
共
感
を
得
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
無
骨
だ
が
暖
か
さ
と
親
し
み
や
す
さ
を
感
じ
さ

せ
る
。
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ヤ
コ
ブ
セ
ン
は
デ
ン
マ
ー
ク
国
立
銀
行
の
指
名
コ
ン
ペ
に

勝
つ
が
、
1
9
7
8
年
の
完
成
を
見
ず
し
て
1
9
7
1
年
に

亡
く
な
っ
た
。し
か
し
こ
の
巨
大
な
遺
作
に
は
ヤ
コ
ブ
セ
ン
の

自
然
観
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
建
築
は
、
道
路
か
ら
は

壁
に
包
ま
れ
た
無
機
的
な
要
塞
に
見
え
る
が
、
そ
の
内
部
に

は
緑
が
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
誰
が
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
銀
行
窓
口
の
ホ
ー
ル
や
、
従
業
員
用
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
植
物

の
鉢
を
吊
り
下
げ
た
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
が
並
ぶ
。
銀
行
と
い
う

堅
い
イ
メ
ー
ジ
の
場
所
の
中
で
も
、
伸
び
や
か
な
緑
が
潤
い

と
彩
り
を
添
え
る
風
景
に
驚
か
さ
れ
る
。
S
A
S
ホ
テ
ル
で

も
実
現
し
た
こ
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
プ
ラ
ン
を
、
ヤ
コ
ブ
セ

ン
は
1
9
2
9
年
に
す
で
に
構
想
し
て
い
た
。
未
来
の
家
の

図
面
に
は
、
テ
ラ
ス
の
入
口
左
右
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
割
り

当
て
た
植
物
と
い
う
文
字
が
残
っ
て
い
る
。

　
国
立
銀
行
の
奥
に
は
2
つ
の
空
中
庭
園
が
存
在
す
る
。
池

や
石
、
ガ
ラ
ス
の
間
に
砂
利
を
敷
き
、
抑
制
さ
れ
た
美
学
に

も
と
づ
き
緑
を
配
し
た
様
子
は
日
本
庭
園
そ
の
も
の
だ
。
ヤ

コ
ブ
セ
ン
に
は
1
9
5
0
年
の
ス
ー
ホ
ル
ム
の
低
層
住
宅

で
庭
に
竹
を
植
え
、
成
長
の
速
さ
か
ら
剪
定
に
苦
労
し
た
経

験
が
あ
っ
た
。
現
在
、
国
立
銀
行
で
は
2
人
の
園
丁
が
緑
の

手
入
れ
を
続
け
て
い
る
。

デンマーク国立銀行は、ヤコブセンの最後の作

品となった。1961年の指名コンペで勝利。銀

行業務が滞らない段階的な建設プログラムと都

市景観上の配慮が評価された。第1段階として

北側の中庭をもつ中層ブロックを1971年に完

成させてヤコブセンは天寿を全うした。彼の死

後、ディシング＋ヴァイトリング建築事務所が

アルネ・ヤコブセン建築事務所を引き継ぎ、第

2段階として南側の中層部、そして第3段階と

して低層部を手がけ、1978年に完成した。
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